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産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 主 要 ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

歯周病の治療における診断機器および治療器具の開発

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

九州工業大学と共同で歯周病の診断機器開発，昭和大学と共同で歯科用治療器具の開発

研 究 分 野 歯周病学

研究課題

課題名 歯周病の発症と進行における生体応答

キーワード
歯周治療，歯周病原細菌，体液性免疫，サイトカイン，診断


